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人めぐり
転んでも、また立てばいい
神鍋高原万場スキー場
ロッヂ33

岡藤 泰明さん
今回の人めぐりは、万場スキー場のゲレンデにある「ロッヂ33」
の岡藤泰明さんにインタビューしました。3歳のときからスキー
を始め、インターハイや国体に出場。現役を引退して父から承継
したロッジのほか、スキーを通じて人を育てた経験、神鍋を愛す
る気持ちを語っていただきました。

業めぐり
出石「さくらや」

町めぐり
新規会員紹介

活用しよう！商工会
竹野「Cafe Coucou」
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家
族
で
使
い
や
す
い
万
場
の
ロ
ッ
ジ

　

神
鍋
高
原
に
あ
る「
万
場
ス
キ
ー
場
」
は
、

ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

一
番
下
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
は
程
よ
い
傾

斜
で
、
初
め
て
で
も
す
ぐ
に
滑
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
し
、
慣
れ
て
き
た
ら
山
頂
ま
で
足

を
延
ば
し
雄
大
な
景
色
を
眺
め
る
の
も
お
す

す
め
。
下
ま
で
緩
や
か
な
林
間
コ
ー
ス
で
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
の
近
く
に
あ
る
当

ロ
ッ
ジ
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お

客
様
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、

近
年
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
は
カ
ル
ビ
丼
や

ビ
ー
フ
カ
レ
ー
、
や
き
め
し
な
ど
十
数
種
類
。

中
で
も
白
湯
ス
ー
プ
で
作
る
チ
ャ
ン
ポ
ン
ラ
ー

メ
ン
が
人
気
で
す
。
ま
た
、
万
場
の
湧
き
水

で
淹
れ
る
、
こ
だ
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
は
、
ま

ろ
や
か
な
味
わ
い
が
特
長
で
、
多
く
の
お
客

様
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
ス
キ
ー
は
3
歳
の
と
き

　

私
が
生
ま
れ
た
の
は
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
が
熱

を
帯
び
る
少
し
前
の
1
9
5
8
年
。
民
宿
を

営
む
両
親
は
ス
キ
ー
客
を
受
け
入
れ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
私
も
自
然
と
板
を
手
に
取
る
よ

う
に
。
高
校
時
代
に
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技

で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
に
出
場
し
ま
し
た
。

椎
間
板
ヘル
ニ
ア
を
患
い
、
卒
業
後
は
歯
科
技

工
士
の
道
へ
。
23
歳
の
と
き
に
U
タ
ー
ン
し

て
も
う
一
度
、
ス
キ
ー
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と

選
手
に
復
帰
。
国
体
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
27
歳
で
現
役
を
退
い
て
か
ら
は
、

当
時
ス
キ
ー
場
を
運
営
し
て
い
た
会
社
で
取

締
役
営
業
担
当
を
務
め
、
公
益
財
団
法
人
全

日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
公
認
ス
キ
ー
指
導
員
の

資
格
や
ア
ル
ペ
ン
競
技
の
コ
ー
ス
づ
く
り
を
す

る
公
認
セ
ッ
タ
ー
の
資
格
な
ど
も
取
り
ま
し

た
。
今
年
で
72
回
目
を
迎
え
た
歴
史
あ
る「
神

鍋
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
」
で
は
、

過
去
に
2
5
0
人
を
超
え
る
参
加
者
を
呼
び

こ
み
、
大
会
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

父
・
輝
明
が
開
い
た
当
ロ
ッ
ジ
を
受
け
継
い

だ
の
は
、
40
歳
の
と
き
。
昼
は
ロ
ッ
ジ
、
夜

は
歯
科
技
工
士
の
仕
事
と
い
う
生
活
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
体
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

無
理
の
な
い
ペ
ー
ス
を
保
つ
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

愛
を
持
っ
て
人
を
育
て
る

　

ロ
ッ
ジ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
る
初
心
者
の

方
に
お
せ
っ
か
い
を
焼
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、

競
技
的
に
取
り
組
む
ス
キ
ー
ヤ
ー
を
指
導
す

日高
雪
は
冷
た
く
と
も
人
は
あ
た
た
か
く

神
鍋
高
原
万
場
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ヂ
33

代表

岡藤 泰明さん
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info
rm

atio
n

住
　
所
／
豊
岡
市
日
高
町
万
場
6
0
9

営
業
時
間
／
8
時
30
分
～
16
時（
冬
季
、土
日
祝
）

至村岡

至竹野

至江原駅
482

但馬ドーム
道の駅 神鍋高原

万場スキー場

神鍋山

ブルーリッジ
ホテル

ロッヂ33

712

1. 困ったことがあれば何でもお尋ねくだ
さい　2. 寒いゲレンデだからこそ、人の
温かみがしみる　3. こだわりの豆と水を
使ったコーヒー。カップのイラストは父
の代から　4. ロッジの 2 階には岡藤さん
の板がずらりと並ぶ　5. ロッジから眺め
るファミリーゲレンデ

譲り受けた昭和30年代に使われていたと思われるスキーセット

12

3

4 5

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ス
キ
ー
の
世
界
は
、
居
候
と
い
う
文
化
が

あ
り
、
私
の
と
こ
ろ
に
も「
ス
キ
ー
を
教
え
て

く
だ
さ
い
！　

夜
は
民
宿
や
ロ
ッ
ジ
を
手
伝

い
ま
す
か
ら
」
と
い
う
若
者
が
こ
れ
ま
で
入

れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
訪
れ
て
き
ま
し
た
。

気
が
付
け
ば
、
40
年
以
上
も
教
え
て
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
へ
通
い
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
た
中
学
生
が「
ス
キ
ー
を
や
り

た
い
」と
親
御
さ
ん
に
相
談
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
私
が
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
。
学
校
の
了
承
も
得
て
2
年
間
指
導
を

し
、
競
技
ス
キ
ー
で
海
外
遠
征
ま
で
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

商
工
会
と
の
つ
な
が
り

　

歯
科
技
工
士
と
し
て
独
立
し
た
こ
ろ
、ロ
ッ

ジ
や
民
宿
の
経
営
の
参
考
に
と
商
工
会
が
主

催
す
る
簿
記
教
室
に
通
い
ま
し
た
。
結
果
的

に
講
師
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
税
理
士
の
先
生

に
税
務
を
依
頼
し
て
い
る
も
の
の
、
経
営
を

学
ぶ
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

異
業
種
交
流
会
へ
参
加
し
た
り
、
商
工
会
の

総
代
や
理
事
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り

し
た
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
と
交
流
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
鳥
取
や
京
都
、
地
元
豊

岡
市
の
学
校
が
食
事
の
予
約
を
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
も
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

神
鍋
の
観
光
業
全
体
を
み
る
と
、
四
季

を
通
じ
て
人
を
呼
ぶ
施
策
が
さ
ら
に
必
要
で

し
ょ
う
。
万
場
で
あ
れ
ば
蘇
武
岳
、
大
杉
山

の
登
山
口
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
個
人
的
に
は

夏
の
登
山
を
お
す
す
め
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
会
長
を
務
め
て
い
る
日
高
神
鍋
観
光
協

会
で
は（
一
社
）
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
連
携
し
て
、
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す

「
神
鍋
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
考
案
。

「
兵
庫
を
元
気
に
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ト
ラ
ベ

ル
ア
ワ
ー
ド
2
0
2
4
」
に
お
い
て
第
3
位

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

降
雪
量
・
宿
泊
者
の
減
少
、
担
い
手
不
足

な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
1
0
0

年
後
に
雪
と
ス
キ
ー
文
化
を
残
せ
る
よ
う
動

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



32026 february

城
崎

竹
野

日
高

豊
岡

あたら
しい

仲間を

ご紹介

新規会員紹介町
め
ぐ
り

豊岡市下陰697-1　TEL／0796-22-0510　FAX／0796-22-0511
営／8時30分〜17時30分　休／土・日・祝日
mail／info@t-act-ltd.com　Instagram／@t_act_ltd

豊岡市竹野町草飼459　TEL／0796-20-1374　FAX／0796-20-1511
営／8時～17時　休／土・日・祝日、年末年始
mail／oritakinzoku@ares.eonet.ne.jp

豊岡市日高町観音寺280　TEL・FAX／0796-44-0766
営／8時～17時　休／日、祝日

豊岡市城崎町湯島770　TEL／0796-32-2221　FAX／0796-32-2222
mail／yoyaku@kinosaki-sasakura.jp
HP／https://kinosaki-sasakura.jp/

株式会社ティーアクト［訪問看護・リハビリ］

松下 卓真

織田金属工業［建設業・金属加工業］

織田 啓太

湯宿ささくら［宿泊・飲食］　　笹倉 絹枝

2023年9月に「アクト訪問看護リハビリセンター」を開設い
たしました。看護とリハビリの一体的な提供を目指し、地
域を支える一助となれるよう尽力して参ります。

建築金物を中心に製作・取付工事をさせていただいています。スチー
ル・アルミ・ステンレスと多岐にわたり加工することができます。リフォー
ム工事も対応可能です。 お気軽にご連絡ください。

栃尾左官工業［左官業］

栃尾 香一朗
地域密着の左官屋です。お客様の要望にそい、良心的に確かな仕事で
お応えします。お見積もり、ご相談は無料で承っておりますのでお気軽
にご連絡ください。

湯宿ささくらは、大正時代に創業した110年以上の歴史ある温泉宿を承継し、
2025年冬にお食事処と合わせてリニューアルオープンしました。大正ロマンが
漂う風情溢れる館内と季節を彩る庭園や地元食材を中心とした天ぷらやカニ
料理が当館の魅力です。城崎温泉駅から徒歩5分の場所にあり、駅前通りを歩
くとすぐ正面に看板が見えます。城崎温泉の楽しみの一つ外湯巡りにも便利
な立地で「地蔵湯」までは徒歩1分です。館内には貸切の温泉風呂があります
ので外湯巡りだけでなく、お客様だけでごゆっくり温泉を満喫してください。
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日
高

出
石

出
石

特
別
会
員

豊岡市出石町八木81
営／11時～18時（冬季のみ17時まで）　休／不定休
mail／info@izushi-ichika.jp　HP／https://www.izushi-ichika.jp

mail／natsusara0802@gmail.com
Instagram／@natsu_sara_0

豊岡市日高町名色140
TEL／0796-45-0178　FAX／0796-45-0899
休／年中無休

豊岡市出石町寺坂1117　TEL／090-1710-4290　FAX／0796-20-5774
営／9時～18時　休／イベント開催により変動　mail／increw.shino@gmail.com
HP／https://beincrew.com/　Instagram／@be_increw

ナツサラ［キッチンカー］

前村 夏美

可愛人屋［宿泊業］

飯田 俊弘

出石一叶［飲食店・茶販売］

大島 榎奈
築約150年の町屋を改装したお茶カフェ。中国・台湾茶、
兵庫県産茶などをご提供。直輸入した本物のジャスミン
茶やバラ紅茶などの卸も行っています。メニューに加えた
いお店はぜひご連絡ください。

但馬野菜や果物を使用したスムージー、ハヤシライス等を季節に
応じて提供しています。イベント出店やケータリングも可能です。
お気軽にご相談下さい。

グリーンシーズン、ウィンターシーズンともに一般・学生のお客様を受け入れ
ております。自家製のお米や野菜を使った料理と、BBQハウス、防音設備の
あるホールが好評ですので、ぜひご利用ください。

一般社団法人 INCREW［福祉 × 観光］

西田 紫乃
障がいのあるなし関係なく誰もが楽しめる野外アクティビティ
の企画、運営を行っています。山陰海岸ジオパークや但馬地域
でホスピタリティの高いユニバーサルツーリズム事業を展開中。
出張UT講座や出前授業、企業研修なども承っております。

◉掲載を希望された会員事業所さまを順番にご紹介しております
●掲載時点では、入会から一定の期間が経過している場合がありますので、ご了承ください
●特別会員とは、会員たる資格を有しない者で、本商工会の趣旨に賛同する者

商工会に加入しませんか？
新規会員お待ちしております！



手作りの「出石城公園マップ」と「いずし散策マップ」
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自
慢
の
業
物

業 め ぐ り
Va r i o u s  Wo r k s

info
rm

atio
n

住
　
所
／
豊
岡
市
出
石
町
宵
田
9
︲
2

T
E
L
／
0
7
0
︲
4
0
1
0
︲
9
6
6
9

営
業
時
間
／
10
時
～
16
時

定
休
日
／
水
曜
日（
冬
季
は
火
・
水
曜
日
）

1. 小寺さんのトークが始まると、カ
フェは歴史博物館に早変わり　2. おい
しいコーヒーと手作りスイーツで一休み　
3. 襖の下張りに使われていた古文書を
展示しています　4. 出石の城下町に馴染
む町家カフェの外観

出 石

さくらや
代表

小
こ

寺
で ら

 誠
まこと

さん

カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
ま
で
の
わ
た
し

　

大
学
卒
業
後
、
旧
出
石
町
の
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
、
約
40
年
に
わ
た
り
地
域
文
化
財
の
調
査
や

保
護
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
畿
最
古
の
芝
居
小
屋
「
永
楽
館
」
の
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
復
原
工
事
だ
け
で
な
く
、
歌
舞
伎

公
演
の
運
営
に
も
深
く
関
わ
り
、
市
立
歴
史
博
物

館
の
学
芸
員
や
館
長
と
し
て
は
地
域
の
歴
史
文
化

の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
地

域
の
方
や
観
光
客
と
交
流
す
る
場
を
作
ろ
う
」
と
、

出
石
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
管
理
す
る
町
家
を
借
り

受
け
、
2
0
2
5
年
4
月
に
「
町
家
C
a
f
e 

さ
く
ら
や
」
を
開
業
し
ま
し
た
。

業
に
つ
い
て

　

カ
フ
ェ
は
コ
ー
ヒ
ー
や
ケ
ー
キ
の
提
供
だ
け
で
な

く
、
自
主
制
作
し
た
出
石
周
辺
の
観
光
マ
ッ
プ
や

映
像
な
ど
を
使
い
な
が
ら
、
歴
史
に
ま
つ
わ
る
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

来
店
者
に
こ
の
場
所
な
ら
で
は
の
体
験
を
し

て
も
ら
い
た
く
て
、
町
家
の
低
い
天
井
や
、
梁は
り

に

使
わ
れ
た
松
材
の
ヤ
ニ
、
裏
庭
の
井
戸
跡
な
ど
、

1
3
0
年
前
の
生
活
感
や
建
物
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
そ
の
ま
ま
残
し
ま
し
た
。
襖
の
下
張
り
に
使
わ

れ
て
い
た
古
文
書
か
ら
は
、
当
時
の
商
い
の
様
子

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
古
い
建
物
や
遺
構

は
ま
さ
に
「
情
報
の
宝
庫
」
で
す
。
リ
ア
ル
な
追

体
験
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

蓄
音
機
の
音
楽
会

　

先
日
、
出
石
の
歴
史
博
物
館
で
あ
る
市
立
出
石
明

治
館
に
眠
っ
て
い
た
1
0
0
年
前
の
蓄
音
機
を
修

復
し
て
、
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
元
企
業
の
社
長
の
提
案
か
ら
実
現
し
た
も

の
。 
ジ
ャ
ズ
や
歌
謡
曲
の
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

店
側
か
ら
の
一
方
的
な
発
信
で
は
な
く
、
地
域
の

方
が
当
店
の
新
た
な
価
値
を
見
出
し
、
主
体
的
に
活

用
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、
開
業
し
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

　
わ
た
し
に
と
っ
て
、
カ
フ
ェ
は
あ
く
ま
で
出
石
の
歴

史
や
昔
の
暮
ら
し
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
手
段
で

す
。
近
隣
の
酒
蔵
や
そ
ば
屋
な
ど
、
同
じ
よ
う
に
古

い
建
物
を
活
用
し
て
い
る
店
舗
と
連
携
し
、
城
下
町

の
風
情
や
景
観
を
生
か
し
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

永
楽
館
は
「
本
物
の
舞
台
」
だ
か
ら
こ
そ
役
者
や

観
客
を
惹
き
つ
け
ま
す
。
歴
史
あ
る
街
並
み
や
建
物

が
持
つ
「
本
物
の
力
」
を
、
カ
フ
ェ
を
通
じ
て
次
世

代
へと
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
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支援の内容
伴走型支援［兵庫県起業家支援事業、山陰海岸ジオパークビジネス
創出支援事業、地方銀行フードセレクション、兵庫県経営革新計画
認定、豊岡市ステップアップ補助金］

商工会を知ったきっかけ
起業型地域おこし協力隊の一期生として活動するなかで、様々な
ご縁をいただき竹野での開業を決めました。物件購入をきっかけ
に、商工会員の方や地域の方々とのつながりから商工会に入会。
おかげさまで慣れない土地での開店準備もスムーズに進み、状況
に応じた助言・支援をいただきながら、一つひとつ前に進むことが
できました。

営業内容について
店名の「Coucou」（ククー）はフランス語で親しい人への挨拶で「やぁ！」
とか「やっほー」という意味なんですよ。その名のとおり、多くの出会
いを生む場を目指しています。看板商品の自家製グラノーラには地域
の農家さんが育てた穀物・野菜・果物をふんだんに使用。心にも体に
もやさしい食や自然の素晴らしさを体感できるアクティビティを通して

「from 竹野」というメッセージを発信しています。

どんな相談をしましたか
主に開業資金や設備投資、経営知識を深めるセミナー等について相
談しました。厨房機器の導入や建物のリフォームにあたり、活用可能
な助成金の情報提供を受け、申請のサポートも依頼。オープン時に
は商工会の合同記者発表会に参加したことで地元紙などメディアに取
り上げてもらえました。

どんな支援を受けましたか
サステナビリティを核とした起業コンセプトや事業内容に応じた支援を
受けました。自転車アクティビティの提供では「山陰海岸ジオパークビ
ジネス創出支援事業」を、通年型観光と地域交流の促進を目指した
宿泊・体験・コワーキング融合型拠点の場づくりでは、「兵庫県経営革
新計画」への申請をご提案いただきました。
商工会の伴走支援を通じて、想いを事業計画として整理し、これらの
認定につなげることができました。

取り組み後の反響
山陰海岸ジオパークの魅力を生かした商品やアクティビティが、新
たな出会いと竹野のリピーターを生み、竹野の魅力や Coucou のメッ
セージが少しずつ伝わっていることを実感しています。
今春オープン予定の宿泊施設をきっかけに新たなつながりが広がる
ことを期待しています。

商工会を利用した感想
異業種の経営者や取引先をご紹介いただき、自力では難しいつな
がりが広がったことは大きな財産です。商工会が介在することで、
ビジネスのスケールが異なる企業の方ともフラットに対話すること
ができました。今後も新しい挑戦を見守っていただきたいです。

常連からインバウンド客までほっとするような雰囲気づくりを目指している

活用しよう！
商工会
活用されている
事業者インタビュー

information

住所／豊岡市竹野町竹野50-3
TEL／0796-20-7941　営業時間／10時〜17時
定休日／水・木曜日（7・8月は無休、1～3月は金・土・日のみ営業）

業種／菓子製造、飲食業　設立／2023年1月

オリジナルブレンドのコーヒー
ハンドドリップのコーヒーを地元の
大学生が制作した器で提供

ヨーグルト
トッピングのグラノーラと
ドライフルーツも自家製

事業に込めた想いを大切
にされており、その実現に
向けて一緒に整理しながら
取り組んできました。制度
の活用を通じて計画を具
体化していく姿がとても印
象的で、これからの展開も
楽しみにしています。

商工会の担当者は
親身に相談に
のってくれる、
心強い存在です！

代表 中
な か

田
た

　樹
たつき

さん

竹 野

Cafe C
ククー

oucou

支援担当者：二位



商工会公式
LINE

HPは
 コチラ！

2026年2月4日に開催した「成長企業期待フォーラム 2026」では、商工会が 〝伴走型支援〞を行う事業者様が課題解
決や新事業の取組みについて、具体的な内容や各種施策の活用方法、商工会の支援内容などを交えて発表。さらに
は、地域の事業者様同士が出会い、つながり、思いもよらないコラボや取引が生まれる場を提供する『ビジネスチャン
ス交流会』も合わせて開催しました。今回は第１部の事例発表の様子を収めておりますので、ぜひご覧ください。

成長企業期待フォーラム 2026
2026年2月27日（金）公

開

2026年3月18日、6つの事業者による自社の商品やサービスをメディア向けにPRをおこなう「合同プレスリ
リース発表会」を開催します。「良い商品・サービスなのに、なかなか売上につながらない」――そんな身近な商
品やサービスを題材に、魅力をどのように伝えるか、その工夫やポイントを、メディアを活用して紹介します。プ
レスリリースをご覧いただき、今後の貴社広報や情報発信のヒントとしてお役立てください。

2026春合同プレス発表会
2026年3月27日（金）公

開

新着情報

[ スマイルトヨオカ ]

豊岡市商工会通信

検索 豊岡市商工会

チャンネル登録お願いします！

豊岡市商工会では、各
種事業を

公式YouTubeチャンネル
にて公開中！

商工会を活用いた
だくため商工会の

取り組みをぜひご
覧ください

豊岡市商工会　https://ingnet.jp
本　　部／豊岡市日高町袮布920（豊岡市役所日高庁舎2F）
　　　　　TEL.0796-42-4751　FAX.0796-42-4350
城崎支部／TEL.0796-32-4411   竹野支部／TEL.0796-47-1771
日高支部／TEL.0796-42-1251　出石支部／TEL.0796-52-2113
但東支部／TEL.0796-21-9115

編集後記
今号の取材にご協力いただいた事業所の
皆さまに、心より御礼申し上げます。取材
当日は雪が降り、冬らしい厳しい寒さの中
での取材となりましたが、その雪景色が地
域の魅力をあらためて感じさせてくれまし
た。次年度に向け、当会としても時代の変
化を捉えながら、地域経済の活性化に寄
与する支援を進めてまいります。

主
な
調
査
事
項

〈基礎項目〉
・事業所名
・電話番号
・所在地
・従業者数
・主な事業の内容　等

〈経理項目〉
・売上（収入）金額
・費用総額及び費用項目
・事業別売上（収入）金額　等

「令和８年経済センサス‐活動調査」は、全国すべての事業所及び企業を
対象として、令和８年6月1日現在で全国一斉に実施する統計調査です。
４月～５月にかけて郵送や調査員による配布により調査票をお届けします
ので、ご協力をお願いします。

令和８年経済センサス－活動調査について
～すべての事業所・企業が対象です～


